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Ⅰ．目的と内容  

この授業は日本語能力試験Ｎ２に合格することを目標とする。また、学校側の方針である2年次に日本語能力試験

Ｎ１に合格するために必要な自習能力を養うことも目指す。 

前期は本校入学前に学習した初級日本語をその都度復習しながらＮ２レベルの文法を中心に授業を進める。文法そ

のものだけでなく、短文で文法を使う状況も合わせて学習する。 

 

 

 

Ⅱ．授業計画［単位数：２単位、授業週数：１５回］  ２コマ連続授業 

［前期］ 

１．ガイダンス 

２．時の表現１ 

３．時の表現２ 

４．理由・原因 

５．逆接   

６．程度・比較  

７．変化・並列 

８．仮定   

９．意思・強調   

10．どこから見ても   

11．推量 

12．「これだけ」  

13．「これだけじゃない」  

14．復習  

15．中間試験 

 

16．中間試験の解答と復習 

17．「こと」 

18．「もの」 

19．同じことばを使った表現１  

20．同じことばを使った表現２ 

21．「に××て」 

22．「を××て」 

23．「ことばのあいだ」  

24．「短いことば」 

25．総合練習１   

26．総合練習２ 

27．総合練習３ 

28．総合練習４ 

29．期末試験     

30．期末試験の解答と解説 

Ⅲ．講義の進め方  

  基本的に教科書に沿って進める。必要に応じて副教材やプリントを使う。授業の内容が多く、進行も速いた 

め、新出語句、発音などは十分に準備して授業に臨むと効果的である。また宿題は毎回出るので、次回の授業 

までにやっておくのが原則である。なお、当然のことながら授業はすべて日本語で行う。 

 

 

Ⅳ．試験と成績評価  

まとめテスト（中間・期末試験）は60％、平常（出席・講義への取り込み・小テストなど）は40％で総合評 

価する。60点以上を合格とする。日本語能力試験の受験を必須とする。 

 

Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  

１．しっかり予習・復習すること。１日最低２時間は日本語の勉強時間を確保し、毎日勉強すること。 

２．原則として、出席回数の2／3を満たさないものは成績評価しない。（遅刻3回で欠席１回とみなす） 

３．日本語の辞書を携帯すること。 

 

 

Ⅵ．使用教材  

教科書：『日本語能力試験 N2/N3文法対策標準テキスト』著者：行田悦子・深谷久美子・渡辺摂（秀和システム） 

    『日本語能力試験 N2/N3語彙対策標準テキスト』著者：行田悦子・深谷久美子・渡辺摂（秀和システム） 

参考書：『どんなときどう使う日本語表現文型200 初・中級』著者：友松悦子・宮本 淳・和栗雅子（アルク） 

『耳から覚える日本語能力試験２級文法トレーニング』著者：安藤栄里子・今川 和（アルク） 

 

 


